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・建物の重量は 12kN/ ㎡として床面積から計算する

・柱の平均せん断応力度を 1N/ ㎟とする ( 耐震診断基準による )

・壁の平均せん断応力度を 3N/ ㎟とする ( 耐震診断基準による )

・階段室の連層壁の破壊モードを回転型とする

・鉄骨ブレース一つ当たりのせん断耐力を 2450kN とする ( 耐震診断基準による )

・耐震補強により柱のせん断耐力は 1.1 倍に増加する ( 耐震診断基準による )

構造計算の仮定

(第１回委員会資料 )

耐震補強

増築棟

http://zukan.exblog.jp/15455303/


